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王朝支配下で免税や尊崇の対象になるなど一種の特権階級を形成してきた (森本 1996)｡ そし





品カテゴリーへの信仰について論 じる｡ タイトルにあげた ｢インド･イスラーム世界｣とは,
具体的にはこれら3国からなる地理的範囲を意味するが,メッカ･メディナというイスラーム
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残さなかった, しかし彼が岩の上を歩 く時には必ず足跡が残った (Arnold1978:367-8)｡この
いわば奇蹟の証拠品としての聖遺物信仰の中でも特に有名なのが,髪または髭と足跡に対する
信仰である｡ インド･イスラ-ム世界では,前者は ｢ムー ･エ･ムバーラク (miゎemubdrak
バラカを宿した毛)｣,｢ムー･エ･ムカッダス (mliづ muqaddas神聖な毛)｣として知られる4)｡後




























































したものである｡ この商人はど-ジャープルからの帰路で亡くなったため (1699年), 聖遺物
は彼の遺体とともにシュリーナガルに運ばれて,ウラマ-をはじめとする人々の熱狂的な歓迎






み出されるという事件が発生 した10)0 2002年8月 1日付けのBBCニュース記事Il)は, その-
































思想家シャー ･ワリ-ウッラー (1703-62)の生家 (母の実家)には,預言者の頼髭と預言者の
足跡のついた石坂が,この一族の家宝 (ワリー ウッラー直筆のアラビア語の書物と,一族の祖先が一
枚の細長い紙に細かい字で書きつけた聖クルアーン) とともに大切に保管されている｡ 筆者が2001
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約 1,000年前にこの一族の祖先がサウディ (現サウディ･アラビアのメッカまたはメディナか?)か
ら持ち帰ったものである｡ 当初は左右そろいの足跡であったが,ムガル朝 5代皇帝シャー ･

















である｡ この墓に安置された足跡はマリーゴール ドの花輪で飾 られ,足跡に湛えられた水は信
奉者によってタバゥルク (バラカを伝達するもの)として採取される (Hasan1993:337)0
この ｢デリーのカダム ･ラス-ル｣は,Rizviの著作にも ｢カダム ･シャリーフ｣として登
場する｡ Rizviによれば,それはスルターン, フィールーズ ･シャー･トゥグルクの治世にス
フラワルディー派のスーフィー, マフドゥーム･ジャ--ニヤーン (上記 ｢ウッチのマフドゥー
ム･ジャ-ーニヤーン｣ と同じ)によってインドにもたらされ, 同スルターンが息子の墓に安置
したものである｡ なお,ムガル朝 12代皇帝ム-ンマ ド･シャーの治世 (1719-48)には,7日
間続 くバサントと呼ばれる祝祭の初日がこのカダム･シャリーフ廟を舞台としたこと,当時は




どこか他の場所で保管されており, ウルス (命日祭)の期間中にだけここに運び込まれる｣ と
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ルアーンの 1スィ-パーラ (-24章分)と ② -サンが羊皮紙に書きつけた聖クルアーンの15
スイーパーレー (-半分)15)｡ いずれもクーフィー体 (アラビア文字の中で最も古いとされる書体)




ある｣｡④ ラクダの皮でできた預言者の履物｡ これはガラス製の蓋付きの浅い木箱に, ジャス




説明 した｡のちにシャー ･ジャ--ン帝が同モスクに安置するまでは,聖遺物はラール ･キ









以上の聖遺物とは別に,ジャーマ ･マスジドにはもうひとつの ｢聖跡｣がある｡ モスク中央
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に位置する水場の一角には,ちょうど大人ひとりが座れるほどに大理石の囲いが設けられてい










つの章,⑤ 預言者の毛髪,⑥⑦ 預言者の履物一足,⑧ 預言者の足跡,⑨ 聖墓の布,⑲ ア
リー の手形,⑪ ファーティマの礼拝用敷布,⑫ カアバ聖殿の布であった｡ ムガル朝の諸皇帝
は,これらの聖遺物に敬意を表して自らモスクに足を運んで参拝し,第9月の最後の金曜日に
は12アシュラフイー (金貨)を献上した｡また,皇帝が特別に聖遣物参拝をする機会は ① 第
1月の最初の金曜日,② 第3月の10- 12日冒,③ 第4月の11日目,④ 第 5月の13日目,
⑤第6月の最初の金曜日,⑥ 第 7月の27日目であり, ｢ラジャブ･シャリーフ (第7月27日
の宗教集会)｣と ｢ミ-ラード･シャリーフ (第3月12日の宗教集会)｣は特に華々しく執り行わ




















聖遺物が保管されている｡ ① 預言者に由来する5本の聖なる髪/髭｡筆者は1991年 (9月21





かれた聖クルアーンの革表紙の断片｡③ カルバラーの土｡ それは, フセインがカルバラーの
荒野でウマイヤ朝 2代カリフに虐殺された際に鮮血をたっぷりと吸い込んだ土であり,命日
(第1月10日) になると土の色が茶から赤に変わるという ｡ これも一年に一度, 色が変わるか









跡の写真 (5ルピ )ー,② 預言者の足跡の写真を填め込んだ壁飾り (40ルピー ),③ 預言者の履




ウッタル ･プラデーシュ州- リドワ-ル県にあるチシュティ一派4代ハ リーファで,先述の
ニザ-ムッディーンとは同派 3代-リーファ,ファリー ドゥッディ-ン･ガンジェシャカル
(通称バーバー･ファリー ド)の兄弟弟子 (グルバーイ )ーにあたる聖者アリー ･アフマ ド･サー
ビル (d.1291)の墓廟 (通称カリヤール･シャリー フ)を,筆者は1995年 5月25日に訪れた｡そ
の際,供物売りの店で預言者の遺品をあしらったポスター状のお守りを5ルピーで購入した｡
そこに措かれていたのは ① 預言者が被っていた緑色のターバンを巻いた帽子,② 預言者の外
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蚕,③ 預言者が歩 くときに使っていた杖である (資料2を参照)｡
【1-7】 アムロー-のサソリの聖者廟
ウッタル ･プラデーシュ州モラーダーバード県アムロー-に位置する聖者シャー･ヴィラ-







































(crooke1978(1896):200)｡ なお, この ｢民族誌｣ の中でCrookeは預言者の足跡信仰をヴィ
シュヌ神の足跡信仰と同列に扱い, しかも両者をフェティシュの一種に分類 している｡
【1110】 バフラーイチ-の聖遺物廟
Hasanによれば,ウッタル ･プラデーシュ州バフラーイチ-のサイヤ ド･マスウー ド･
ガ-ズィ-の廟の近くには,預言者の片方の手と片方の足の痕跡のついた石板が納められてい




置されていた｡ ベルシア出身で, アクパル帝の治世 (1556-1605)の貴顕であったシャー ･ア
ブ一 ･トゥラブが,1589年にメッカからファテーブル ･スイークリ- (アクパル帝が建造した
城)に持ち帰ったもので,同帝も敬意を表して参拝を行った｡アブ一･トゥラブがグジャラー
トのアミールに任命されると,この聖遺物もアフマグ-バードに移送され,彼の死後はその墓
に納められた｡ しかし, 18世紀後半のマラークーの反乱時に何者かによって持ち去 られ, 伝
奉者のあいだでは今でもキャンベイ半島のどこかに安置されていると信じられている｡ なお,









メールのムイーヌッディーン･チシュティー (d.1236)の墓廟 (通称アジュメール･シャリー フ)








ここで4部門に分けられて陳列されていた聖遺物は次のとおりである｡第 1部門 :① 預言
者の髪,② 預言者の寝具,(卦預言者の軍旗の複製,④ 預言者が被っていた緑色のターバンを
巻いた帽子,⑤ 預言者が着用していた緑色の外套,⑥ 預言者の杖｡第 2部門 :①～(診カアバ
聖殿の石のかけら,③ カアバ聖殿の黒布の断片,④ 預言者の墓布の断片,⑤ 預言者の肌着,
⑥預言者の履物,⑦ 預言者の履物のデザイン画,⑧ 預言者の足跡がついた石板｡第3部門 :
① アブドゥルカーディル ･ジーラーニ-の礼拝用敷布,② アブドゥルカーディル ･ジーラー
ニーの墓布,③ ファーティマのスカーフ,④ アリ-の護符,⑤ アリーが被っていたターバン
を巻きつけた帽子, ⑥ アブドゥルカ-ディル ･ジーラ-ニーの寝具, ⑦ ファーティマの礼拝
用敷布｡第 4部門 :① ウワイス･カラニーの歯 2本,② フセインの軍旗,③ フセインのター















ヤド･ム-ンマ ド･ラティーフが,著書 『ラーホール』(1892年刊行)に転載 した｡これらの聖
遺物のうちの幾っかは, ヒジュラ暦 803(西暦1400)年にティムールがダマスクスを占領 した
際に,同地の貴顕,法官,サイヤドから献上されたものである｡ ヒジュラ暦 805(西暦1402)
年第3月1日, ティムールは (アンカラの戦いで) トルコ (オスマン朝)のムラト1世の王子バ
ヤズィト1世 (の軍)を大破 したが,その時にも幾っかの聖遣物を献上された｡ティムールの
死後, これらの聖遺物は後継者に代々受け継がれ, パープルがヒンドゥスターン (北インド)
に持ち込んだ｡ ム-ンマド･シャー (r.1719-48)の死後, ムガル朝が衰退すると, (ドゥッ
ラー ニ 朝ーの創始者)アフマド･シャー･アブダーリー (1722-73)はヒンドゥスターン (での戦


















ジャ･シェ-ル ･スィングが聖遣物を相続 し,聖遺物をチョ-ンダ (山頂)の城に運んだ｡
1843年,シェ-ル ･スイングが殺害されると,彼の財産はサルダール ･ヒーラー ･スィング
を長とするスィク政権の支配下に置かれた｡ ヒーラー･スィングは聖遺物を自らの邸宅がある
ラーホールに移送 した｡ 1845年, ヒーラー･スイングが殺害されると, 聖遺物はマハーラー
ニー ･ジャンド･コールの命により,ラーホール城の--ブガ一･エ ･ジャ--ンギーリー
ー117-
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(｢ジャ--ンギール帝の寝室｣の意)に置かれた｡ ここでは, ジャワー-ル ･スイングの従者ム
サンミー･クリーと--フィズ･バダルッディーンの両者が聖遺物の管理をした｡シャー ･ム
-ンマ ド･パーザ-が所持していた聖遺物も,故ファキール ･サイヤ ド･ヌールッディーンが
買い受けて, ムスリムのワクフ財とした｡ このようにして (散逸していた)全ての聖遺物が再
び一堂に集められた｡1846年にイギ リス人がラーホール城を陥落させると (同年3月にラー












の,つまり (ここにある)聖クルアーンを, このようにいって返してくれた｡ これはアッラー
の真の啓典です｡我々はこの啓典に敬意を失することなどできないでしょう｡ 神の清浄なる言
葉が記された聖クルアーンに炎は触れることができなかった｡あなたがたの巡礼のために,あ
















キスタンでは初めてである｡ 履物は西暦 1400年のダマスクス占領に際 してティムールに献上
されたものと伝えられている｡ それらは16世紀 (ムガル朝初期)に他の聖遺物と一緒に亜大陸




イスラーマーバー ドにあるカーディリー派の-ズラト･メヘル ･アリー ･シャーの廟 (通称
ゴールラー･シャリー フ)では,預言者の履物をあしらったステッカー状のお守りが販売されて












Hasanによれば, ガウル (西ベンガル州カルカッタ北方の都市)には, ベンガル地方で最も古
く最 も有名なカダム･ラス-ル廟がある｡この廟に安置されていた預言者の足跡のついた石板
は, もともとマフドゥ-ム･ジャハ一二ヤーン (｢デリー のカダム･ラス-ル｣の項を参照)がデ
リーに持ち帰ったものであり21),13世紀初頭にはパーンドゥア- (ベンガル王国の首都)の聖者
ジャラールッディーン･タプリーズィ-の修行小屋 (チッラ･-ーナ)に置かれていた｡これを
入手 したベンガル王国のスルターン, アラーウッディ-ン･フサイン･シャー (r.1494-1519)
は自室に置いていたが,彼の息子スルターン, ノスラト･シャー (r.1519-32)によって 1531
年に同廟が建てられ,ここに安置されることになった (Hasan1993:337)｡
-119-







も有名である｡ ムガル朝4代皇帝ジャ--ンギールの治世 (1605-27) にベンガルとアッサム
について書かれた書物には,マース-ム･-ーン･カーブリー (アクパル帝に謀反を起こしたア
フガン人の長)がアラブ人商人から莫大なお金を払ってこの聖遺物を購入したこと,1624年に




























紐が施された｡ まもなく,そこでカゥワーリー (宗教讃歌)が演奏され始めた｡ この頃には参
詣者もぽつりぽつりとやってきて,本廟北側の内庭のあちこちに持参したゴザなどを敷いて家
族のための場所を確保し,その数は次第に増えていった｡





















午後 5時50分, 午後の礼拝が終了すると, ひとりの男性行者がモスク内部から東を向いて
預言者讃詩を高らかに詠唱し始めた｡同時に,本廟南側の内庭では,参詣者たちがピールザ一
一121-



































































19世紀後半のイスラーム改革主義者サイヤ ド･アフマ ド･-ーン (1817-97)もまた ｢デ
ー123-
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まず最初に聖遺物の種類に注目すると,次のような分類が可能である｡ ① 身体の一部 :預
言者の髪/髭, ウワイス･カラニーの歯,｢カルバラーの土｣ に染み込んだフセインの血液｡
② 身体の痕跡 :預言者およびアリーの足跡と手形｡③ 遺品 :預言者の寝具,衣類 (外套･肌
着),履物,被物,錫杖｡預言者の家族の礼拝用敷布, スカーフ,護符,軍旗,被物｡ アブ
ドゥルカーディル ･ジーラーニーの寝具,礼拝用敷布｡④遺品の複製品 :預言者の軍旗｡⑤
遺品のデザイン画 :預言者の履物｡⑥ 聖布またはその断片 :預言者の墓,預言者の家族の墓,
アブドゥルカーディル ･ジーラーニーの墓,カアバ聖殿に掛けられていたもの｡ ⑦ 聖石 :カ
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類として非常に少ないこと,別言すれば大半が青山 (1999)のいう ｢第二次的聖遺物｣だとい
うことである22)｡ しかも,その ｢第二次的聖遺物｣の複製品 (預言者の軍旗)や,誰か特別な



























① ムスリム諸王朝の君主,② メッカ･メディナとインド･イスラーム世界を結ぶ人々 (アラ
ブ人商人,インド人巡礼者,高名な聖者など),③信仰心の篤い個人 (聖者など)に分類することが
できる｡ また,聖遺物の歴代の保管者は ① ムスリム諸王朝の君主や在地の支配者 ･有力者,
② アラブ人やサイヤドなどの ｢外来｣の人,③ 聖者廟または聖遺物廟の管理者,そしてその
-130-
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保管場所は ① 宮廷または宮廷と関係のあるモスク,② 支配者 ･有力者の邸宅,③ 聖者廟ま
たは聖遺物廟にそれぞれ大別することができる｡いずれの分類においても王朝君主の関与がか
なりの部分を占めている｡
Hasan (1993)が亜大陸,青山 (1999)がヨーロッパO,大稔 (1999)がエジプトの事例をあげ













































すなわち,中東では第3月12日は預言者の ｢マウリド(ウルドゥー 語ではミー ラード)｣,つま
り ｢生誕｣の日である｡ インド･パキスタンでも最近は ｢ミラードゥン･ナビ- (預言者の生
















































集｣が編纂された9- 10世紀にかけてである (スンナ派の ｢六書｣｡シー ア派では ｢四書｣が11世
紀に ｢正真｣として認められた)0 11世紀には,-ディースの分類基準やその用語にまつわる解
-133-

























































ための手がかりを提供するだろうO 同時に, 3つのカテゴリー の同位性を認める研究は,｢正
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(代表 :長崎暢子) の ｢シンポジウム～南アジアの聖地をめぐる--ポエティクス, ポリティク
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ターンも参拝 していた (大稔 1999:254-5)0






1991年 4月 14日～ 5月 14日, 8月29日～ 9月24日,10月 19日～1992年 7月28日,1995
年 3月 30日～1997年 3月 19日 (インド政府奨学金),2001年 2月3日～24日 (文部省科学研
究費特定領域研究 (A)｢南アジア世界の構造変動とネットワーク｣代表 :長崎暢子,第 4班
｢南アジアにおける生活世界の探求｣ 班長 :小谷江之), 2002年 2月 16日～3月 16日 (文化庁
｢海外の宗教事情に関する調査｣), 2002年 5月 1日～14日 (文化庁 ｢海外の宗教事情に関する
調査｣)｡ パキスタン;1998年 12月 24日～1999年 2月 7日 (庭野平和財団), 1999年 12月 10
日～16日および23日～26日 (文部省科学研究費特定領域研究 (A)｢南アジア世界の構造変動
とネットワーク｣ 代表 :長崎暢子, 第4班 ｢南アジアにおける生活世界の探求｣ 班長 :小谷江
之)0
4) 預言者は- ッジ (大巡礼)の折 りに髪や髭を剃 り落 として教友に与えたといわれている
(Wheeler2002)｡多くの聖なる髪/髭信仰は,この伝承に基づくものであるかもしれない｡
5) EIには ｢カダム･シャリーフ (カダム･ラス-ルッラー)｣ という項目があり,エルサレムの
アクサー･モスク (の ｢岩の ドー ム｣), ダマスクスのルカイヤー廟, カイロのアーサール ･ア
ン･ナビ-廟とカーイト･バ-イ廟,夕-ンクーのバダウィ-廟,イスタンプルのアブデュル-








































































出された｡聖遺物は自分が必要とされている場所 (取り去るべき ｢悪｣の所在)を十分に承知 し
ており,両者は家族もろとも ｢破滅｣に至ったのである｡
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衆信仰』青木書店.
2002｢聖遺物｣大塚他編 『イスラーム辞典』岩波書店.
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